
報恩講とは
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仏さまとの交際

■報恩講の案内

【西本願寺グランドツーリングのご案内】 ⬆

※全国の別院・教堂等の報恩講日程一覧や、
　リーフレットのバックナンバー等を
　ダウンロードできます
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浄土真宗本願寺派
（西本願寺）

『吉水入室』
親鸞聖人が白い衣と袈裟を着けて、法然（源空）聖人を訪れている様子

ふか がわ りん ゆう

深川倫雄（1924～2012）

　親鸞聖人は、そのご生涯をとおして阿弥陀さまの

「われにまかせよ　そのまま救う」とのお救いを真実

のみ教えとしてお示しくださり、私たちもそのみ教えに

出あわせていただきました。多くの方がこの真実のみ

教えを喜び、700年を超える歴史の中で、先人たち

が親鸞聖人ご命日の法要を「報恩講」として脈 と々

受けついで、今日まで大切にお勤めしてきました。

　真実のみ教えをお示しくださった親鸞聖人に

感謝し、阿弥陀さまのお救いをあらためて心に

深く味わわせていただく、一年でもっとも大切な

ご法要である報恩講にお参りいたしましょう。

　　 しん らん しょう にん　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　　あ    み   だ  

 　

　　　　          　　　　　　　　　　　　　　　　      ほう おん こう

　「こうしたら人が悪う言うまいか、こうしたら

良く思われまいか」というのが人と人との交際。

その交際はやめられはしませんが、それを軽く

して、「こうしたら仏さまがお喜びなさるか、

こうしたら仏さまがお悲しみか」というやり方が

仏法、お念仏であります。

　人にほめられたとしても、それはほめた人

の功徳であって、ほめられた人の功徳じゃ

ありませんからね。反対に人の悪口を言う人

がおったら、その人の心に傷がついておる

のです。人をほめる人がおったら、ほめる人

の心が豊かになってゆく、人を悪く言えば言う

人の心が貧しくなってゆくんだ。

　仏法に志すということは、なるべく人と人との

交際に気を配る心を軽くして、私と仏さまとの

交際を重くするということであります。

深川倫雄『仏
ぶつ
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ず』（永田文昌堂・刊）より



思い切った現代語訳とユニークなイラストでつづる、
まったく新しい『歎異抄』入門

このほかにも、本願寺出版社では、浄土真宗や親鸞聖人に関するたく
さんの書籍を用意しております。報恩講の機縁に、ぜひお読みください。

たん　  に　しょう

 『いつでも歎異抄』  井上見淳（意訳）　一ノ瀬かおる（イラスト）
　　　　　　　　　　   井上見淳、浄土真宗本願寺派総合研究所（編集）

0120-464-583
075-341-7753

お問い合わせは、本願寺出版社まで

Ｂ５判／１００頁／７７０円（税込）

何の気兼ねもなくみんなと会い、みんなと語り、当たり前

だと思っていた日常が変わりゆく中で、これまでの毎日が

いかにありがたいものであったのかを感じられた方も

多かったのではないでしょうか。

新しい日常の中で、私たちは、人との「つながり」や「ふれ

あい」の中で生きていることに気づかされました。

寂しさや孤独を感じる今、阿
あ

弥
み

陀
だ

さまは「決してひとり

じゃないよ、いつもそばにいるよ」と、常に私たちに

寄り添い、はたらきかけてくださっています。

その阿弥陀さまの願いを、親
しん

鸞
らん

聖
しょう

人
にん

は私たちにあきらかに

してくださいました。
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は、親鸞聖人のご苦労を偲びつつ、私たち一人

ひとりのご安
あん

心
じん

( 信
しん

心
じん

) について考えさせていただく

ことのできる大切な場であります。

そして、阿弥陀さま、親鸞聖人、そして有
う

縁
えん

の皆さまや

家族との「つながり」「ふれあい」のご縁であります。

――報恩講のご縁は、きっと新しい日常を生きる私の力に

なるでしょう。

《浄土真宗のみ教え》
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（ご門主さまのご親教『浄土真宗のみ教え』より）


